
日時
令和８年１２月４日(金曜日)

午後１時３０分から午後４時３０分まで（午後１時００分受付開始）

対象 特別区・島しょ地域の行政職員、医療機関職員、教職員、その他精神保健福祉関係機関職員等

受講方法 オンライン受講（Zoomウェビナーで配信します） 定員 3 0 0 名

目的 地域生活を支える法律を学び、よりよい生活の支援を目指す

内 容

支援者として知っておきたい権利擁護の

視点を基礎から学ぶ

近年、複雑な課題を抱える方々への支援に

おいて、法的支援の視点は不可欠な要素と

なっています。しかしながら、制度が整備さ

れているにもかかわらず、法的支援につなが

れず、権利が守られないままのケースが少な

くありません。自ら相談につながることが難

しい現状がある方にも不足なく法的支援につ

なげるために、権利擁護についての法律を学

びます。

弁護士法人

東京パブリック法律事務所

弁護士 野原 郭利

＜受講にあたっての留意事項＞

⚫ Zoomウェビナーで配信します。受講に必要な環境は各自でご用意ください（パソコンな

ど画面を見ることができ音声を聞くことができる端末及びインターネット環境があること。

カメラ、マイクは必要ありません）。

⚫ 当センターでは、インターネット環境の動作や環境設定のお問合せには応じかねます。

⚫ 資料については各自でダウンロードして使用してください。

【この研修に関するお問合せ先】

東京都立精神保健福祉センター調査担当 電話０３−３８４４−２２１０

令和８年度 精神保健福祉研修(後期)

S21 精神障害のある方の地域生活と法律

―支援者として知っておきたい権利擁護の視点―
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